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薬事委員会の現状と未来

吉　野　由美子

は じ め に

雲南市立病院会議及び委員会設定規定に基づき下記
のように必要事項を定め運営している。

活 動 概 要

審議内容は、⑴ 院内における薬事の管理及び運営面
の円滑化に関すること、⑵ 新規採用薬品及び削除薬品
に関すること、⑶ その他薬事全般、などである。組織
の構成は、診療局各科１名、事務部長、看護部長、情
報管理課長、管財係、薬剤科から成る。定例会開催は
年６回（奇数月の第２木曜）で、開催の条件は最低医
師２名（内科系外科系各々１名）の出席となっている。

経　　　過

初回の委員長は医師、事務局は薬剤科で毎月開催し
採用薬（新規採用仮採用、緊急採用）など審議してい
たが、法改正で常勤医師が減り、定例会の開催も毎月
から隔月に変更し、暫くして委員長が医師から薬剤科
長に変更となる。管財係からは薬価差益の収入は重要
な収入源から先発品を採用していた。委員会規約に基
づきいわゆる１増１減（新薬１品目採用の場合同種の
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薬品を１品目削除）を遵守していた（図１）。

現　　　状

開催時間を17時30分から17時に変更、メールや電
話での呼びかけにより医師の参加人数も増え定例に開
催している。病院管理者、病院長、薬剤科長の交代、
薬価引き下げ、消費税増税などの影響で委員会の方針
も変わった。「後発医薬品使用体制加算」取得のため、
現在は積極的に先発品を後発品に変更している。また
病院の方針により「病病連携」から多彩な患者を全て
受け入れる環境のなか、薬剤も多種多様な薬剤が必要
となり、加えて非常勤医師のアドバイスも多種多様な
薬剤の指示が多く近年は急激に緊急採用が増えてい
る。後発品に変更して「後発医薬品使用体制加算」は
取れているが、緊急採用が増えているので総薬剤費用
は年々増えている。

未　　　来

時代と共に変化する医療に対し即時対応するため
に、定例開催にあわせ必要時にも委員会の召集と規約
の積極的な見直しは必要かと思われる。今後DPC（包
括医療支払制度）導入に取り組むべきと思われる。
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図１　薬事委員会審議レジメン
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